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こ
ん
に
ち
は
！
市
史
で
す
！

　　

市
史
編
さ
ん
係
で
は
、
今
回
か
ら
年
４
回
、
皆
さ

ん
に
伊
賀
市
史
に
つ
い
て
色
々
な
情
報
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

我
が
国
最
古
の
歴
史
書
で
あ
る
「
日
本
書
紀
」
に

は
、
雄ゆ

う
り
ゃ
く略
天
皇
18
（
４
７
４
）
年
の
条
に
、
伊
勢
の

朝あ
さ
ひ
の
い
ら
つ
こ

日
郎
が
官
軍
を
迎
え
て
「
即す

な
わ

ち
伊
賀
の
青あ

お

墓は
か

に
於お

い
て
逆む

か

へ
戦
ふ
」
と
の
記
述
が
あ
る
な
ど
、
伊
賀
は

神
話
の
時
代
! !
か
ら
日
本
史
の
表
舞
台
に
登
場
す
る

重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
よ
く
ご

存
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
11
月
の
合
併
に
よ
り
伊

賀
市
が
誕
生
し
た
こ
と
を
機
に
、
こ
の
歴
史
と
伝
統

と
文
化
の
薫か

お

り
高
い
伊
賀
市
の
足
跡
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
「
伊
賀
市
史
」
の
編
さ
ん
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

伊
賀
市
史
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
ま
で

に
古
代
・
中
世
、
近
世
、
近
現
代
の
各
時
代
の
通
史

編
と
資
料
編
に
加
え
、
年
表
・
索
引
の
合
計
７
巻
の

刊
行
を
計
画
し
て
お
り
、
第
１
回
配
本
は
、
古
代
・

中
世
の
資
料
編
を
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
の
春
頃

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
古
代
・
中
世
の
資
料
編
で
は
、
伊
賀
市
域
に

お
け
る
「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」
の
時
代
か
ら
、

近
世
の
藤
堂
高
虎
が
伊
賀
に
入
城
す
る
ま
で
の
間

に
、
都み

や
こ

で
書
か
れ
た
伊
賀
の
記
述
や
、
地
元
に
伝
わ

る
古
文
書
や
古
記
録
、
木も

っ
か
ん簡
・
墨ぼ

く
し
ょ書
土
器
な
ど
か
ら

資
料
を
選
ん
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

当
係
で
は
、
刊
行
計
画
に
沿
っ
て
編
さ
ん
を
行
っ

て
い
き
ま
す
が
、
本
格
的
な
編
さ
ん
作
業
は
、
ま
だ
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始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

「
伊
賀
市
史
」

で
は
、
今
ま

で
に
集
め
た

資
料
に
加
え

て
、
皆
さ
ん

の
地
元
の
資

料
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
掲

載
し
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ご
自
宅
や
お
知
り
合
い
の
方
で
古

い
記
録
や
古
文
書
、
古
写
真
な
ど
を
お
持
ち

の
方
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
既
刊
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。「
上
野

市
史
」
の
民
俗
編
上
・
下
巻
、
芭
蕉
編
、
文

化
財
編
、
自
然
編
、
考
古
編
と
「
伊
賀
町
史
」

「
伊
賀
町
の
あ
ゆ
み
」「
青
山
町
史
」
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
本
庁
総
務
課
や
当
係
（
青
山

支
所
内
）、
市
内
の
一
部
の
書
店
や
㈶
伊
賀
市

文
化
都
市
協
会
が
管
理
す
る
施
設
の
一
部
に

置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
。
な
お
、
頒は

ん
ぷ布

価
格
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り

ま
す
の
で
、
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

今
後
と
も
、
伊
賀
市
史
編
さ
ん
事
業
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

 

本
庁
総
務
課
市
史
編
さ
ん
係
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　旧大山田村では平成４年からふるさと創生
の１億円を基とした「ゆめさき基金」を設置し、
地域づくりの様々な事業を展開してきました。
　地域づくり景観整備事業として子

ね の び

延地区の
住民が水車小屋づくりに取り組んだのをかわ
きりに、住民主体の地域づくりに対する熱い
思いは広まっていきました。
　いぶし瓦の常

じょうや

夜灯やささゆりのサイン灯な
ど大山田地域にはふるさと創生基金を活用し
てつくられたものがいろいろな所で見ることができます。
　お立ち寄りの際には、すこし回り道をして事業の成果を見て回るのもいい
かもしれませんね。
　表紙と右の写真は、２基目の水車です。　　　　　　　  （今月の表紙）

水車の涼しい響き
ふるさとにきこえる

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
⑴

▲江戸時代末期の古文書（市内在住個人蔵）


